
ＰＭ２.５トランスミッタ

▼大気の空気質変化を連続測定、アラーム機能も装備

▼ＰＭ２.５、ＰＭ１.０、ＰＭ１０を正確に、メンテナンスフリー検知

▼スマート、コンパクト、低消費電力、多用途

▼センセカ製ロガーとの組合せでクラウド上のデータ活用可能

▼設定可能な測定インターバルがセンサ寿命延長

▼高いコストパフォーマンスと信頼性

過去数十年にわたって、有害な空気の排出による汚染を制限するため

に世界中で数えきれないほどの測定が行われています。一般的には、ほ

とんどの国で施行されている新しい規制によって、産業、エネルギー、輸

送分野からの有害物質の排出の制限が認められると言えます。

近年、大気中に含まれる固体や液体の混合物である微小粒子状物質

（ＰＭ）が人の健康に問題を引き起こすことが明らかになっており、特に１０

μｍ（ＰＭ１０）未満の粒子状物質は人の健康にとって危険です。

ＰＭの正確な成分は場所によって変化します。ＰＭは化学的な特性をも

つ混合物です。ＰＭは必ずしも直接的にコントロールできない物質で、あ

るものは自然界に発生源をもちます。コントロールできるＰＭの主な発生

源は産業活動、燃焼式エンジン、エネルギー生産に伴う化石燃料の燃

焼、道路交通などです。

主なアプリケーションは大気中の微小粒子モニタリング、屋内外施設の

環境モニタリング、スマートシティなどです。

ＡＷＳ（自動気象ステーション）の製造者であるセンセカ社（旧デルタオー

ム社）には多くの、特に産業地域とそこに隣接する住居地域のユーザー

から、ＡＷＳとの組合せが可能なＰＭ測定器に対する要望が寄せられて

いました。同社が開発したトランスミッタＰＭｓｅｎｓｅは、シンプルに手早く、

特別なスタートアップの手間なく、ＡＷＳへの組込みが行えるよう設計され

ています。

ＰＭｓｅｎｓｅはセンセカ製データロガーＨＤ３３シリーズやＭｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ

通信が可能な他のシステムと組合せて、スタンドアローントランスミッタとし

ても使用できます。

センセカ製のＡＷＳと組合せた場合には、大気中の微小粒子が危険な

レベルに近づいたときに早期警告を発することも可能です。

グラフは一週間の測定値の表示例を示しています。センセカ社のテスト敷地内に設置さ

れたセンサが、気象ステーションとＭｏｄｂｕｓ-ＲＴＵで通信します。これによって得られた

測定データはＨＴＴＰで“センセカ（旧デルタオーム）クラウド”のプラットホームへ送信さ

れます。グラフ線の色の違いが、ＰＭ１.０、ＰＭ２.５およびＰＭ１０の素早く簡単な識別を

可能にしています。

■テクニカルデータ

微粒子計：

測定原理 レーザー光散乱方式

測定対象微小粒子 ＰＭ１.０、ＰＭ２.５およびＰＭ１０

測定範囲 ０～１０００μｇ/ｍ３（各微小粒子に対して）

測定微小粒子サイズ φ０.３～１０μｍ

直線性誤差 ＜５％

再現性 ＜３％

ウォームアップ時間 約１５秒

センサ動作モード
※デフォルト非連続

非連続：５分インターバル、センサ寿命=約５年
連続：１秒インターバル、センサ寿命=約１０,０００時間

温度ドリフト ＜０.０１μｇ/ｍ３/℃

ＣＯ２（オプション）：

測定原理 二波長ＮＤＩＲ

測定範囲 ０～５,０００ｐｐｍ

精度 ±（５０ｐｐｍ＋測定値の３％）、２５℃、１０１３ｈＰａにて

応答時間 ＜１２０秒（空気流速=２ｍ/ｓにて）

長期安定性 測定値の５％/５年

温度ドリフト １ｐｐｍ/℃

一般仕様：

出力 ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵまたはＡＳＣＩＩプロプリエタリプロトコル

供給電源 ＤＣ７～３０Ｖ

消費電力
（ＤＣ２４Ｖにて）

非連続（デフォルト）：測定中２５ｍＡ、待機中４ｍＡ
連続：２５ｍＡ

接続方法 ８極Ｍ１２丸型コネクタ

動作条件 -２０～＋７０℃、５００～１５００ｈＰａ

ハウジング材質 ポリカーボネート

保護等級 ＩＰ５３、エアフィルタ付センサ入力部、防雨型、耐ＵＶ

外形寸法 １２０×９４×７１ｍｍ（Ｍ１２コネクタを除く）

重量 約３３０ｇ

■ご注文コード

測定要素
記号なし ＝ＰＭ
Ｂ ＝ＰＭおよびＣＯ２

出力
Ｍ＝Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ
Ａ ＝Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵおよび２×アナログ出力４～２０ｍＡ
Ｖ ＝Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵおよび２×アナログ出力０～１０Ｖ

ＰＭ ｓｅｎｓｅ-

New product!
微小粒子状物質トランスミッタ  PMsense(PM2.5/1.0/10)

A New Integrated Brand of
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